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システム評価 

研究実績 

の概要 

物理的に人間に与えられる刺激に対して、左右の手足による反応を行うとき、特定の性質

（例えば、色や空間的な位置など）をもつ刺激に対しては、左右の手足の反応速度に有意

差があることが報告されている．機器類を操作するスイッチなどの配置においてこの性質

を上手く使うことができれば、左右の特性に応じた設計を講じることで、より適切なマン

マシンインタフェースが提供できる可能性を示唆している．しかし、刺激の種類による反

応性の違いについては十分に未知の部分が多く、ヒューマンインタフェースへの応用に向

けては、さらなる検討が求められている．  

 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

本研究では、刺激の種類による反応性の違いを考察するための試作システムの構築に取り

組んだ．システム構成は、動作を伴う視覚刺激を与える刺激発生モジュール（Stimuli 

Module: SMM）、刺激発生モジュールでの刺激を受けて左右いずれかの手足に反応させた

データをリアルタイムで取得する反応獲得モジュール（Reaction-Record Module: RRM）、

獲得した反応データを解析するデータ解析モジュール（Analysis Module: ANM）そして、

解析結果をリアルタイムに実空間に複合的に提示する複合現実感モジュール（Mixed 

Reality Module: MRM）の４モジュールである。これらのモジュールを統合することで視

覚刺激反応提示のための統合型拡張現実感システム（Visual stimulus-based Reaction 

Visualization MR System: VRV-MR）開発を目指した．MRMモジュールでは、触覚を伴う

複合型仮想空間内運動における視覚情報の影響を考察し、ANMモジュールでは上肢運動に

おける相互作用トルクに着目した

運動軌道の解析を行った．刺激の種

類による反応性の違いを明らかに

するための基礎となる試作モジュ

ールを開発し、モジュールの有用性

を示すことができた． 
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Fig.1 VRV-MR システム構成 

 


